
てくてく太田川　第12号 太田川水系をネットワークする情報誌

小野田河川公園

backnumber

川
は
生
き
て
い
る

編
集
局
員  

鈴
木 

敦
子

私
は
太
田
川
水
系
の
原
野
谷
川
に

架
か
る
睦
美
橋
を
渡
っ
て
毎
日
通
勤

し
て
い
ま
す
。日
々
川
の
様
子
を
見

て
い
ま
す
。桜
が
咲
く
堤
防
や
川
面

に
映
る
仕
掛
け
花
火
、
台
風
で
増
水
し
川
幅
い
っ
ぱ
い
に

濁
流
が
流
れ
る
様
子
な
ど
良
く
も
悪
く
も
四
季
折
々
の
川

の
姿
が
あ
り
、「
川
は
本
当
に
生
き
て
い
る
」と
思
え
ま
す
。

「
て
く
て
く
太
田
川
」と
言
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
好
き
で

す
。情
報
局
員
は
老
若
男
女
で
視
点
も
様
々
、
一
般
目
線

で
の
情
報
誌
と
し
て
多
様
で
面
白
い
も
の
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
時
代
に
合
っ
た
形
で
残
っ
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

活
動
を
振
り
返
っ
て

編
集
局
員  

渡
瀬 

儔　

11
年
前
、
袋
井
土
木
事
務
所
の
若

い
技
術
者
の
応
援
の
も
と
、
子
ど
も

た
ち
と
地
域
の
大
人
た
ち
と
共
に
、

太
田
川
の
美
化
活
動
、
河
川
公
園
づ

く
り
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。こ
う
し
た
中
で
、
太
田
川

情
報
編
集
局
が
発
足
す
る
と
の
情
報
を
得
ま
し
た
の
で
、

局
員
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。太
田
川
で
印
象
に
残
る
の

は
、太
田
川
の
源
流
と
滝
な
ど
の
美
し
さ
、自
然
に
出
来
た

淵
、太
田
川
ダ
ム
周
辺
、太
田
川
の
さ
く
ら
等
で
す
。

活
動
を
通
じ
て
、太
田
川
沿
い
に
は
、太
田
川
の
恵
み
の

も
と
、
河
川
美
化
に
努
め
る
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

が
あ
る
こ
と
も
知
る
と
共
に
、
太
田
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
の
設
立
も
経
験
し
ま
し
た
。

《
第
９
号
の
訂
正
と
お
詫
び
》

第
9
号
4
頁
に
お
い
て
、地
図
上
で「
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
」と

点
線
で
記
載
さ
れ
た
部
分
の
う
ち
、
上
流
の
一
部
を
除
き
、
現
在

も
磐
田
田
中
川
と
し
て
現
存
し
て
い
ま
し
た
。訂
正
し
て
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
磐
田
南
高
校
地
学
部
地
震
気
象
班
は

平
成
23
年
8
月
に
磐
田
市
太
田
川
河
口
の
河
川

改
修
工
事
現
場
か
ら
津
波
堆
積
物
ら
し
き
砂
礫

層
を
発
見
し
ま
し
た
。し
か
し
、
こ
の
砂
礫
層
は

太
田
川
に
近
い
こ
と
か
ら
洪
水
に
よ
る
堆
積
の

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
こ
の
砂
礫
層
が
本

当
に
津
波
堆
積
物
な
の
か
、そ
れ
と
も
洪
水
堆
積

物
な
の
か
を
検
証
し
、さ
ら
に
津
波
堆
積
物
で
あ

れ
ば
、こ
の
津
波
を
起
こ
し
た
歴
史
地
震
の
年
代

を
推
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

方
法
は
砂
礫
層
を
現
在
の
遠
州
灘
の
海
浜
砂

礫
、
太
田
川
の
河
床
砂
礫
と
比
較
し
ま
し
た
。比

較
項
目
は
礫
の
種
類
、円
磨
度
、球
形
度
、形
状
分

類
、砂
の
粒
度
組
成
、鉱
物
組
成
、重
鉱
物
組
成
、

ガ
ー
ネ
ッ
ト
の
化
学
組
成
で
す
。ま
た
、
含
ま
れ

る
貝
化
石
の
種
を
同
定
し
、古
環
境
や
古
地
理
を

復
元
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、礫
の
種
類
、円
磨
度
、砂
の
鉱
物
組

成
、
ガ
ー
ネ
ッ
ト
の
化
学
組
成
の
い
ず
れ
も
現

在
の
遠
州
灘
の
海
浜

砂
礫
に
近
似
し
、
太

田
川
の
河
床
砂
礫
と

は
異
な
っ
て
い
ま
し

た
。ま
た
礫
や
砂
の

粒
径
は
上
流
に
行
く

ほ
ど
に
細
粒
化
し
て

お
り
、
貝
化
石
の
種

は
汽
水
〜
海
水
棲
で

し
た
。以
上
か
ら
砂

礫
層
は
太
田
川
の
洪

水
に
よ
る
も
の
で
は

な
く
、
遠
州
灘
か
ら

遡
上
し
た
津
波
堆
積

物
で
あ
る
と
断

定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
含
ま

れ
る
木
片
の
炭

素 
14 

年
代
や
土

器
の
年
代
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、

3
5
0
〜
7
0
0

年
を
示
し
ま
し

た
。こ
の
年
代
を

南
海
ト
ラ
フ
の

歴
史
地
震
と
照

合
さ
せ
る
と
、

6
8
4
年
の
白

鳳
地
震
の
津
波
堆
積
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。こ
の
津
波
堆
積
物
は
、東
海
地
域
の「
白

鳳
東
海
地
震
」に
よ
る
津
波
を
立
証
す
る
初
め
て

の
発
見
で
あ
り
、「
白
鳳
地
震
」が
東
南
海
、
南
海

地
域
で
時
間
差
な
く
発
生
し
た
三
連
動
型
地
震

の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
今
回
の
白
鳳
地
震
の
津
波
堆
積
物
の

上
位
に
見
つ
か
っ
た
3
枚
の
イ
ベ
ン
ト
堆
積
物

に
つ
い
て
も
、同
様
の
手
法
で
津
波
堆
積
物
で
あ

る
こ
と
を
検
証
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま

た
、ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
よ
り
白
鳳
地
震
の
津
波

の
遡
上
範
囲
を
明
ら
か
に
し
て
、津
波
防
災
対
策

に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
研
究
を
行
う
に
あ
た
り
、
独
立
行

政
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
活
断
層
・
地
震

研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
の
藤
原
治
先
生
、静

岡
大
学
理
学
部
准
教
授
北
村
晃
寿
先
生
に
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

川
は
四
季
を
写
す
鏡編

集
局
員 

重
田 

健
一

普
段
の
散
歩
で
は
、
そ
の
景

色
が
当
り
前
の
よ
う
に
な
っ

て
い
て
気
付
か
な
い
の
で
す

が
、
時
折
持
参
す
る
カ
メ
ラ
で

撮
っ
た
写
真
を
並
べ
て
見
る
と
、
決
し
て
大
袈
裟
で

は
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
実
に
豊
か
な
自
然
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
す
。し
か
も
そ
れ
と
同
じ
風

景
に
は
、
二
度
と
お
目
に
掛
か
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。

気
持
ち
の
良
い
川
辺
の
散
歩
、
明
日
も
行
っ
て
み

よ
う
か
な
。

ご意見、ご感想をお送りください。また、
太田川水系の川に関する情報や、感動的
な写真もあわせて募集します。太田川情
報編集局事務局まで。

編集局員及び掲載記事を
募集しています！

みなさんの団体 PR、川についての一家言・不満・課題・要望を誌面
を通して発言してみませんか !? 編集会議では、新しい出会いや知識
共有の場を提供します！

てくてく太田川 検索検索
てくてく太田川 検索検索
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★創刊号 ――――――――――――　2004年
・太田川水系を歩く、出会う
・歩けば五感が冴えてきます 他
★第２号  ――――――――――――　2004年
・上流域を訪ねてみませんか？
・流域紹介 森町 他
★第３号  ――――――――――――　2005年
・太田川上流域は自然と歴史の宝庫！
・太田川をひとまたぎ（上流探訪） 他
★第４号  ――――――――――――　2005年
・ボラの目線から見てみよう 他
★第５号  ――――――――――――　2006年
・この指とまれウォーク第2弾  原野谷川「ならここの里」探訪
・太田川 今昔物語 他
★第６号  ――――――――――――　2007年
・出かけてみませんか？ 春の土手、桜を求めて
・再発見！太田川水系探訪 他

★第７号  ――――――――――――　2008年
・太田川に残る伝統漁法
・太田川水系の魚と親しもう！
★第８号  ――――――――――――　2009年  
・特集 太田川ダム
・太田川水系の公園へ出かけてみよう！
★第９号  ――――――――――――　2010年
・かわせみ湖特集
・川から生まれたまちづくり
★第10号  ――――――――――――　2011年
・はまぼうを見に行こう!!
・川辺で遊ぼう!!
・太田川の仲間たち
★第11号 ――――――――――――　2012年
・原野谷川特集
・ようこそ かわせみ湖へ！
・東海道七つの道

PHOTO  重田 健一

創
刊
10
周
年

“これからも、　　てくてくと。

2004年創刊の「てくてく太田川」。
早くも創刊10周年です。色々な発見、
色々な方との出逢いがありました。
これからも、太田川情報編集局の
メンバーが、てくてく歩きながら、
のんびり、ゆっくりと太田川水系の
各地を取材していきますので、今後
ともよろしくお願いします。
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太
田
川
河
口
で
津
波
堆
積
物
を
発
見
!

　
　
　
　

   

て
く
て
く
地
質
学
講
座 

磐
田
南
高
等
学
校
教
諭 

青
島 

晃

てくてく太田川の発行部数は何部でしょうか？
　①1,250　②12,500　③125,000

正解を応募いただいた方の中から図書カード1,000 円分を抽選で
10名の方にプレゼント！ふるってご応募ください！

【応募方法】 電子メール、ＦＡＸ、官製ハガキのいずれかの方法で、
必要記載事項をご記入のうえ応募してください。応募
先は、右記の静岡県袋井土木事務所

「てくてく太田川2013 クイズ応募係」 まで

【必要記載事項】 ①クイズのこたえ ②ご住所 ③お名前
④年齢 ⑤ご職業 ⑥ご連絡先電話番号
⑦てくてく太田川 第12号の感想

【応募締切】 2013年4月30日 当日消印有効

【当選発表】 当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていた
だきます。

図書カードが
　　　当たる！！

創 刊 10 周年

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
内
容
は

こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

祝

青
島
晃
の   

2013てくてく太田川
創刊10周年記念クイズ
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太田川から太平洋に
ゴミを流さない!

▲あお空衆の皆さん

事任八幡宮

原野谷川親水公園

田原
水車の里

家代川のコスモス敷地川の桜

大日ほたるの里

和口橋

太田川ダム

大
おお
まる様

いいとこ広場

浅羽記念公園

ひょうたん池

はらや親水公園

▲
大
自
然
を
身
近
に

　

感
じ
ら
れ
る
眺
め
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

あお空衆

田原桜祭り
磐田市田原公民館

ひょうたん池桜祭り
ひょうたん池

　  第12回見付宿たのしい文化展
見付の町

鯉のぼり飾り
いいとこ広場

鯉のぼりあげ
大原新町公園

ベッコウトンボ調査会
桶ケ谷沼ビジターセンター

　中川鯉のぼり掲揚
　見付中川橋～新進橋（300m）

天然ホタル鑑賞期間
いいとこ広場

4月6日（土）11:00 ～ 14:00頃 4月7日（日）10:00 ～ 16:00 4月20日（土）10:00 ～ 17:00
4月21日（日）10:00 ～ 16:00 4月28日（日）～ 5月6日（月・振休） 4月29日（月・祝）～ 5月6日（月・振休） 4月29日（月・祝）・5月3日（金・祝）

集合 9:30　調査 10:00 ～ 11:30 4月中旬～ 5月6日（月・振休） 5月下旬～ 6月中旬

水車の上から桜の花びらが舞い落ち
る風情を楽しめる

ミニSL・楽器演奏・ボート遊び・コーヒー・
ポップコーン他販売

手作り品・絵・華道・写真・陶芸品・書・
演奏  etc…。参加 60団体・個人

新緑の山あいを150 匹以上の鯉のぼ
り5月5日には、甘酒、新茶サービス

10 年以上続く恒例行事。幼稚園児が
鯉のしっぽにつかまったり…

野路会、桶ケ谷沼ビジターセンターと共催、桶
ケ谷沼周辺のベッコウトンボをカウントする活動 鯉のぼり掲揚 山を背景に約 250 ｍに渡って乱舞、

期間中に「ホタルを楽しむ会」を開催

田原公民館　0538-35-4269 西貝公民館　0538-32-4853
守屋　　　　0538-35-8706 見付宿を考える会　0538-32-5784 いいとこ広場事務局　0537-25-2462 遠州ふくでohoかっぱ村

0538-58-0171
NPO法人 桶ケ谷沼を考える会　0538-37-3888
桶ケ谷沼ビジターセンター　0538-39-3022

今之浦川流域を美しくする会
事務局 寺田　0538-32-8598 いいとこ広場事務局　0537-25-2462

　  第24回全国トンボ市民サミット
  長野県駒ケ根市大会

ひょうたん祭り
ひょうたん池

中川アユのつかみ取り
見付中川橋南

　　エコフェスタ in ふくろい
　メロープラザ周辺

西貝地区文化祭
西貝公民館

　はらや親水公園まつり
     原野谷川・西山橋上流・原谷親水公園

水仙植栽
国道見付新進橋～竜王橋

今之浦河津桜観桜会
新進橋～今之浦公園

6月29日（土）・6月30日（日）
13:00 ～

8月3日（土）・または4日（日）
10:00 ～ 14:00 8月上旬 11月頃 11 月3 日（日・祝）9:00 ～ 15:00 11 月初旬　9:00 ～ 13:00 11 月下旬 平成26年2 月下旬

ハッチョウトンボを育てる会が主催、磐
田市と姉妹都市なので、多数参加したい

バーベキュー・流しそうめん・ボート
遊び・会費1,000円 街中を流れる中川でのアユのつかみどり 環境活動の紹介、エコロジー商品の

展示、販売等
地区民→舞台発表・作品展示、ひょうたん池年
間行事写真展示・生き物展示・コーラス部発表

原谷区民を対象に親水公園にて大々
的なイベントを開催

保育園児童とともに今之浦川堤防に
水仙植栽  今之浦川堤防の「河津桜観桜会」 

NPO法人 桶ケ谷沼を考える会　0538-37-3888 西貝公民館　0538-32-4853
守屋　　　　0538-35-8706

今之浦川流域を美しくする会
事務局 寺田　0538-32-8598 袋井市環境政策課　0538-44-3135 西貝公民館　0538-32-4853 原野谷川をきれいにする会

会長竹下 080-1564-2993
今之浦川流域を美しくする会
事務局 寺田　0538-32-8598

今之浦川流域を美しくする会
事務局 寺田　0538-32-8598

　
　  

　  

時と
き
の
す

ノ
寿
の
森
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
掛
川
戸
沢
川
掛
川
市
倉
真
字
時
ノ
寿

ふ
る
さ
と
の
森
を
豊
か
に
再

生
し
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
本

来
の
姿
で
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
指

し
、
掛
川
市
倉
真
の
源
流
域
の
森

林
を
拠
点
に
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

で
す
。

時
ノ
寿
の
森
に
は
、地
元
の
木
材

を
使
っ
た
伝
統
的
な
木
造
構
法
の

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
建
築
し
、『
森
と

共
生
す
る
文
化
』を
広
め
る
と
と
も

に
、針
葉
樹
の
間
伐
、竹
林
の
除じ
ょ
ば
つ伐
、

広
葉
樹
の
植
樹
、
炭
焼
き
な
ど
、

様
々
な
森
の
再
生
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
予
定
は
、
随
時
ブ
ロ
グ
を

更
新
中
。 （
中
村 

仁
美
）

　
　   

掛
川
城
付
近ち

ょ
っ
ぴ
り
肌

寒
い
春
の
夜
。逆

川
堤
防
に
植
え
ら

れ
た
桜
越
し
に
見

え
る
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
掛
川
城

に
プ
チ
感
動
！

（
金
田
修
哉
）

� 太田川 � 敷地川 � 小薮川 � 中沢川

� 一宮川 � 伏間川 � 瀬入川

� 三倉川 � 葛布川 � 大府川

� ぼう僧川 � 今ノ浦川 � 古川 � 倉西川

� 磐田久保川 � 半ノ池川 � 安久路川

� 旧ぼう僧川 � 祝川 � 磐田田中川

� 原野谷川 � 蟹田川 � 小笠沢川 � 法多沢川

� 宇刈川 � 沖之川 � 西之谷川

� 逆川 � 馬込沢川 � 垂木川 � 家代川

� 西山沢川 � 東山沢川 � 倉真川

� 初馬川 � 掛川滝ノ谷川

� 掛川戸沢川 � 神代地川 � 海老名川

 

　
　 

和
口
橋
か
ら
の
風
景

竹
野
内
豊
主
演
の
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
「
世
紀
末
の
詩
」の
ロ
ケ
地
で
も

あ
っ
た
和
口
橋
。な
つ
か
し
い
気

持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
素
朴
な
風

景
で
す
。Youtube

で
検
索
し
て

み
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
安
間 

美
恵
子
）

　
　
　
　
　
　 

太
田
川
上
流

バ
イ
ク
に
跨
り
、
北
へ
向
か
う
。ア
ク
テ
ィ

森
を
少
し
過
ぎ
、
天
方
茶
業
組
合
の
建
物
へ

向
か
う
細
い
道
を
曲
が
る
と
、
川
辺
間
近
に

階
段
（
石
段
）が
あ
る
。そ
こ
で
お
昼
を
食
べ

な
が
ら
川
の
清
流
を
眺
め
て
い
る
と
、
心
が

洗
わ
れ
る
よ
う
だ
。時
折
、
カ
ワ
セ
ミ
が
青
く

光
っ
て
美
し
く
飛

ぶ
姿
を
見
る
こ
と

も
で
き
る
。

こ
ん
な
時
は
、
つ

い
、「
あ
っ
、カ
ワ
セ

ミ
だ
！
」と
声
を
発

し
て
し
ま
う
。夏
の

暑
い
日
は
、
足
を
川

に
浸
す
と
気
持
ち

が
良
い
。（
金
原 
彩
）

　
　
　  

あ
お
空
衆

JR
磐
田
駅
を
南
へ
歩
く
こ

と
７
分
、東
海
道
新
幹
線
の
南

側
を
西
か
ら
東
に
流
れ
る
磐

田
久
保
川
に
架
か
る
「
仙
水

橋
」。こ
こ
か
ら
上
下
流
の
約

7
0
0
m
の
区
間
が
今
回
紹

介
す
る
『
あ
お
空
衆
』の
活
動

場
所
で
す
。

平
成
12
年
、
前
の
共
同
代

表
が
活
動
を
始
め
た
頃
、
川

の
水
は
黒
く
汚
れ
、
川
中
に

は
ヘ
ド
ロ
に
半
分
埋
れ
て
、
自
転
車
等
の
大

型
ゴ
ミ
が
所
狭
し
と
あ
る
状
態
だ
っ
た
そ
う

で
す
。当
初
は
そ
れ
ら
の
大
型
ゴ
ミ
を
引
き

上
げ
る
の
が
主
な
活
動
で
、
自
転
車
や
小
型

オ
ー
ト
バ
イ
は
60
を
優
に
越
え
る
数
を
警
察

署
の
確
認
を
受
け
た
後
に
、
市
環
境
衛
生
課

に
処
分
を
依
頼
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
川
底
に
沈
ん
だ
空
き
缶
や
茂
み

に
潜
み
込
ん
だ
ゴ
ミ
等
を
手
漕
ぎ
ボ
ー
ト
を

使
っ
て
回
収
し
た
り
、２
ℓ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
利
用
し
て
作
っ
た
「
ゴ
ミ
捕
獲
ト
ラ
ッ
プ
」

を
設
置
し
て
、溜
ま
っ
た
浮
遊
ゴ
ミ
を
回
収
し

た
り
と
い
っ
た
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

磐
田
市
街
地
近
く
に
、
多
く
の
自
然
が

残
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
を
活
か
し
な
が
ら
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
路
・
散
策
路
等
を
整
備
し
て
、

多
く
の
人
が
自
然
に
親
し
み
、人
の
集
ま
る
・

憩
え
る
場
所
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。（
大
石 

佳
典
）

事
務
局　

内
山 

修
作 

さ
ん

電　

話　

０
９
０
ー
７
０
２
３
ー
０
０
２
２

　
　
　
田
原
水
車
の
里

磐
田
市
田
原
公

民
館
の
山
下
館
長

に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。桶
ヶ
谷
川

排
水
路
（
通
称
古

川
）
の
た
も
と
に

6
基
の
木
製
水
車

が
あ
り
ま
す
（
五

基
は
平
成
16
〜
20

年
の
田
原
小
学
校

六
年
生
の
有
志
が
製
作
。一
基
は
天
竜
林
業

高
校
か
ら
寄
贈
）。平
成
23
年
に
台
風
で
六
基

全
て
が
被
害
を
受
け
た
後
、
地
元
の
有
志
が

廃
物
を
利
用
し
、再
生
し
た
そ
う
で
す
。特
に

春
が
お
薦
め
な
の
で
、
訪
ね
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

（
袋
井
土
木
事
務
所  

久
木
田 

真
次
）

カ
ワ
セ
ミ
に

出
会
え
る
か
も
…

探してみよう！
太田川水系の魅力。

太田川水系の河川

てくてく、のんびり、ゆっくりと　

太
田
川

森
町
間
詰

磐
田
久
保
川

磐
田
市
二
之
宮

太
田
川

磐
田
市
三
ヶ
野

太
田
川

磐
田
市
和
口

太
田
川
水
系

イ
ベ
ン
ト
情
報

太田川水系のかっぱエピソード募集中!
かっぱに関することはどんなことでも

遠州ふくでohoかっぱ村（0538-58-0171）へ
ご連絡ください！

掛川城

NPO法人

時ノ寿の森
クラブ

▶
ツ
ー
リ
ン
グ
の
途
中
、川
を　

　

眺
め
な
が
ら
、ほ
っ
と
一
息
。

お
話
を
う
か
が
っ
た

田
原
公
民
館
の
山
下
館
長 

▶

たのしい所を
見つけよう！

どこを流れているかわかるかな？

平成25年度

み
ん
な
で

行
こ
う
！

　
　
　 

太
田
川
ダ
ム

密
か
に
ダ
ム
愛
好
家
な
ど
の
人
気
を
集

め
て
い
る
ダ
ム
カ
ー
ド
。太
田
川
ダ
ム
で
も
、

ダ
ム
管
理
所
に
て
配

布
中
で
す
。太
田
川
ダ

ム
を
訪
れ
、
ダ
ム
の
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を

感
じ
た
思
い
出
に
、
ダ

ム
カ
ー
ド
は
い
か
が

で
す
か
。

（
袋
井
土
木
事
務
所  

鈴
木 

康
規
）

　
　
　 

大お
お

ま
る
様

か
わ
せ
み
湖
沿
い
に
大

ま
る
様
は
祀
ら
れ
て
い
る
。

長
さ
94 ㎝
・
太
さ
12 ㎝
の

石
棒
で
、子
授
け
や
子
育
て

に
ご
利
益
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。湖
畔
の
散
策
で
、

信
仰
の
歴
史
を
覗
い
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。（
辻 

克
美
） 太

田
川

森
町
亀
久
保

太
田
川

森
町
亀
久
保

逆
川

掛
川
市
掛
川

大日堂の中を▶
　覗くと…。　

▶
昼
間
の
お
城
も

　

良
い
で
す
よ
！

▲自然・森を愛する仲間達が
　活動しています！

住　所　掛川市中宿113（事務所）
電　話　0537−23−0412（松浦理事長宅）

N
P
O

法
人

場　
　

所　

磐
田
市
田
原
公
民
館
南
側  

P
有

電　
　

話　

0
5
3
8

−

3
5

−

4
2
6
9
（
田
原
公
民
館
）

稼
動
時
間　

7
時
半
～
12
時
、13
時
～
17
時
（
毎
日
）
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